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他の参加者が編集している箇所をリアルタイムで表示

　

凸
版
印
刷
㈱
（
麿
秀
晴
社

長
）
は
、
高
精
度
の
く
ず
し

字
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
搭
載

し
、
古
文
書
・
古
典
籍
を
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
簡
単
に
解
読

で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
ふ
み
の

は
ゼ
ミ
」
を
開
発
し
た
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
凸
版
印

刷
が
２
０
１
５
年
か
ら
研

究
・
実
証
試
験
を
行
っ
て
き

た
く
ず
し
字
Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
凸
版
印
刷
総

合
研
究
所
が
開
発
し
た
Ａ
Ｉ

―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
導
入
に
よ
る
文

字
認
識
精
度
の
向
上
お
よ
び

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
支
援
機
能

や
、
解
読
効
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ

ハ
ウ
が
結
集
し
た
シ
ス
テ

ム
。
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
の
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
動

作
し
、
複
数
人
で
の
同
時
解

読
作
業
が
可
能
に
な
る
。

　

Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
導
入
に
よ

り
、
90
％
以
上
の
高
い
精
度

で
文
字
認
識
が
可
能
と
な

り
、
２
０
１
９
年
度
に
は
大

学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間

文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究

資
料
館
（
東
京
都
立
川
市
）

と
の
実
証
試
験
を
実
施
。
ま

た
、
慶
應
義
塾
大
学
と
実
験

授
業
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
の

改
良
に
努
め
て
き
た
。
２
０

２
０
年
度
に
は
、
慶
應
義
塾

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
４
大

学
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
内
で

の
演
習
用
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
活
用
を
試
験
的
に
開
始
。

教
育
機
関
や
研
究
機
関
な
ど

で
の
利
用
を
想
定
し
た
機
能

の
さ
ら
な
る
充
実
化
を
進
め

て
い
る
。

　

今
後
は
教
育
機
関
、
博
物

館
・
資
料
館
、
地
方
自
治
体

な
ど
へ
向
け
販
売
を
開
始

し
、
２
０
２
１
年
９
月
ま
で

に
一
般
利
用
に
向
け
て
の
開

発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
２

０
２
３
年
ま
で
に
関
連
事
業

を
含
め
、
約
10
億
円
の
売
上

を
目
指
す
。

【
国
文
学
研
究
資
料
館
古
典

籍
共
同
研
究
事
業
セ
ン
タ
ー

長 

山
本
和
明
氏
の
コ
メ
ン

ト
】

　
「
30
万
点
に
も
及
ぶ
古
典

籍
画
像
の
公
開
を
目
指
す
国

文
研
「
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事

業
」
は
、
く
ず
し
字
で
記
さ

れ
た
古
典
籍
の
全
文
テ
キ
ス

ト
化
と
い
う
壮
大
な
夢
の
道

半
ば
に
い
る
。
自
然
災
害
や

感
染
症
と
い
っ
た
困
難
に
直

面
す
る
私
た
ち
に
は
、
参
照

す
べ
き
過
去
の
記
憶
が
、「
記

録
」
と
し
て
今
な
お
手
付
か

ず
で
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
知
り
た
い
と
願
っ

て
も
、
残
念
な
こ
と
に
一
部

の
人
を
除
き
判
読
す
る
す
べ

が
な
か
っ
た
。
今
回
開
発
さ

れ
た
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
当

館
が
オ
ー
プ
ン
に
し
た
字
形

デ
ー
タ
な
ど
も
活
用
さ
れ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
解
読
可
能

な
仕
組
み
と
聞
い
て
い
る
。

研
究
者
の
み
な
ら
ず
学
生
や

一
般
に
も
、
先
人
の
知
を
開

放
す
る
こ
と
に
繋
が
る
も
の

で
、
こ
の
事
業
に
期
待
を
込

め
て
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
」

【
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記

念
演
劇
博
物
館 

副
館
長
児

玉
竜
一
氏
の
コ
メ
ン
ト
】

　
「
演
劇
の
分
野
で
も
、
特

殊
な
字
形
で
記
さ
れ
る
演
劇

資
料
の
字
形
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
類
推
を

交
え
て
、
原
資
料
の
く
ず
し

字
読
解
授
業
な
ど
を
試
み
て

い
る
。
ま
っ
た
く
の
初
学
者

や
留
学
生
た
ち
に
も
抜
群
の

教
育
的
効
果
が
あ
り
、
時
間

さ
え
あ
え
ば
海
外
の
友
人
と

も
共
同
で
、
原
資
料
を
共
有

し
た
く
ず
し
字
セ
ミ
ナ
ー
が

開
け
そ
う
だ
。
研
究
の
進
展

や
資
料
の
充
実
に
と
も
な
っ

て
、
く
ず
し
字
読
解
の
必
要

性
は
古
典
籍
の
み
な
ら
ず
、

近
代
の
書
簡
や
自
筆
原
稿
の

世
界
に
も
拡
が
っ
て
い
る
。

既
存
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
も
縦

横
に
活
用
し
た
開
放
的
な

ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
古
典
籍

や
く
ず
し
字
の
世
界
の
風
通

し
が
よ
く
な
れ
ば
と
願
っ
て

い
る
」

【
慶
應
義
塾
大
学 

経
済
学

部
教
授 

津
田
眞
弓
氏
の
コ

メ
ン
ト
】

　
「
『
ふ
み
の
は
ゼ
ミ
』
が

最
も
効
果
を
発
揮
す
る
の
は

教
育
で
の
利
用
の
よ
う
だ
。

Ａ
Ｉ
と
一
緒
に
学
習
す
る
こ

と
は
、
と
く
に
初
学
者
の
教

育
に
効
果
が
あ
っ
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
動
き
、
辞
書
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
連
携
や
採
点
機

能
と
、
教
育
ツ
ー
ル
と
し
て

進
化
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
試
用
で
も
通
常
の
授
業

よ
り
判
読
結
果
や
報
告
の
精

度
が
高
ま
っ
た
。
国
際
的
な

共
同
授
業
な
ど
も
視
野
に
、

く
ず
し
字
を
学
ぶ
の
が
難
し

い
状
況
下
の
学
習
希
望
者
に

役
立
つ
ツ
ー
ル
に
な
る
こ
と

を
切
に
希
望
す
る
」

　

日
本
製
紙
連
合
会
が
発
表

し
た
２
０
２
１
年
１
月
の

紙
・
板
紙
需
給
速
報
に
よ
る

と
、
紙
・
板
紙
の
国
内
出
荷

は
前
年
同
月
比
３
・
８
％
減

で
18
ヵ
月
連
続
の
減
少
。
用

途
別
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

用
紙
が
10
・
０
％
減
で
50
ヵ

月
連
続
の
減
少
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
用
紙
は
１
・
１
％
減

で
16
ヵ
月
連
続
の
減
少
と

な
っ
た
。

　

印
刷
・
情
報
用
紙
の
国
内

出
荷
は
前
年
同
月
比
８
・

７
％
減
で
18
ヵ
月
連
続
の
減

少
。
輸
出
は
32
・
９
％
減
で

前
月
の
増
加
か
ら
減
少
に
転

じ
た
。

　

そ
の
他
の
品
種
で
は
、
新

聞
用
紙
が
13
・
５
％
減
で

39
ヵ
月
連
続
の
減
少
と
な
っ

た
ほ
か
、
包
装
用
紙
が
７
・

９
％
減
で
22
ヵ
月
連
続
の
減

少
、
白
板
紙
が
５
・
４
％
減

で
18
ヵ
月
連
続
の
減
少
と

な
っ
た
一
方
、
段
ボ
ー
ル
原

紙
は
１
・
２
％
増
で
２
ヵ
月

連
続
の
増
加
、
衛
生
用
紙
は

９
・
５
％
増
で
３
ヵ
月
連
続

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

凸
版
印
刷
㈱
（
麿
秀
晴
社

長
）
は
、
軟
包
装
分
野
で
小

ロ
ッ
ト
多
品
種
生
産
に
最
適

な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
す
る

「
ト
ッ
パ
ン
Ｆ
Ｐ
（
Ｆ
ｌ
ｅ

ｘ
ｉ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｐ
ａ
ｃ
ｋ
ａ

ｇ
ｅ
）
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
」
の
展
開
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
汎
用
の
ラ
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
機
械
で
加
工
で
き
、

レ
ト
ル
ト
対
応
製
品
に
使

用
可
能
な
強
密
着
接
着
剤

「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
（
ト
ッ
プ

マ
ー
）」
を
開
発
し
た
。

　

同
社
は
、「
価
値
あ
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
で
よ
り
よ
い
社
会

と
心
豊
か
で
快
適
な
生
活

に
貢
献
す
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ａ
Ｎ 

Ｓ
―
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｐ

ａ
ｃ
ｋ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
」
を

掲
げ
、「
し
ゃ
か
い
」
に
価

値
あ
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
バ

リ
ュ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
提

供
。
そ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
２
０
１
６

年
か
ら
軟
包
装
分
野
で
小

ロ
ッ
ト
多
品
種
生
産
に
最
適

な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
す
る

「
ト
ッ
パ
ン
Ｆ
Ｐ
デ
ジ
タ
ル

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
を
展
開

し
て
い
る
。

　
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
」
は
、

１
３
０
度
×
30
分
の
レ
ト
ル

ト
殺
菌
に
対
応
。
耐
熱
性
・

耐
水
性
が
向
上
し
た
こ
と

で
、
レ
ト
ル
ト
殺
菌
用
途
以

外
に
も
ボ
イ
ル
殺
菌
や
電
子

レ
ン
ジ
加
熱
に
も
デ
ジ
タ
ル

印
刷
の
使
用
が
可
能
。
デ
ジ

タ
ル
印
刷
で
あ
り
な
が
ら
、

従
来
培
っ
て
き
た
情
報
加
工

技
術
を
応
用
す
る
こ
と
で
、

店
頭
効
果
の
高
い
印
刷
再
現

を
可
能
に
し
、
グ
ラ
ビ
ア
印

刷
と
同
等
の
品
質
を
実
現
し

て
い
る
。

　

商
品
の
小
ロ
ッ
ト
展
開
は

も
ち
ろ
ん
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
数
量
限
定
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
、
幅
広
い
用
途

に
活
用
で
き
る
ほ
か
、
小
ロ

ッ
ト
対
応
に
よ
り
、
余
分
な

在
庫
を
作
ら
ず
、
廃
棄
ロ
ス

削
減
に
も
つ
な
が
る
環
境
に

配
慮
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
展
開
が
可
能
で
あ
る
。

G-MIST の前で藤河社長（左）と　
ファースト・クリエイトの新田社長

弱
酸
性
、
低
濃
度
。
品
質
保

持
に
優
れ
、
夏
場
で
も
成
分

を
維
持

　

次
亜
塩
素
酸
水
は
殺
菌
料

の
一
種
で
、
厚
生
労
働
省

か
ら
様
々
な
分
野
で
の
使

用
が
認
可
さ
れ
て
い
る
。
ア

ル
コ
ー
ル
と
の
大
き
な
違
い

は
、
揮
発
性
や
引
火
性
が

な
い
こ
と
。
こ
の
た
め
、
ア

ル
コ
ー
ル
の
よ
う
に
臭
い
も

き
つ
く
な
く
、
発
火
の
危
険

性
も
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
有
効
で
あ
る
こ
と

は
国
か
ら
も
認
め
ら
れ
て
お

り
、
タ
バ
コ
や
腐
敗
臭
な
ど

の
消
臭
効
果
も
あ
る
。
飲
食

店
の
厨
房
、
介
護
施
設
、
幼

稚
園
、
学
校
、
病
院
な
ど
に

採
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
市
販
の
次
亜
塩
素

酸
水
は
高
濃
度
な
も
の
を
薄

め
て
使
う
タ
イ
プ
の
も
の
が

多
く
、
取
り
扱
い
が
難
し
い

側
面
も
あ
る
。
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
を
製
造
す
る
㈱
フ
ァ
ー
ス

ト
・
ク
リ
エ
イ
ト
（
本
社
／

大
阪
市
中
央
区
）
の
新
田
哲

哉
社
長
は
「
高
濃
度
な
次
亜

塩
素
酸
水
を
噴
霧
す
る
と
、

危
険
性
を
と
も
な
う
場
合
も

あ
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

そ
の
点
、
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は

低
濃
度
な
も
の
を
そ
の
ま
ま

使
え
る
た
め
、
品
質
を
保
っ

た
ま
ま
簡
単
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
最
大
の

特
長
は
、
安
定
性
が
高
い
と

と
も
に
、
長
期
保
存
が
可
能

で
あ
る
こ
と
だ
。
一
般
的
な

次
亜
塩
素
酸
水
は
高
温
に
弱

い
た
め
、
夏
場
に
は
品
質
が

保
て
ず
、
た
だ
の
「
水
」
に

戻
っ
て
し
ま
う
も
の
が
多
い

中
、
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
特
許

取
得
技
術
を
採
用
し
た
独
自

製
法
に
よ
り
、
高
温
で
も
成

分
を
維
持
で
き
る
。

　
「
赤
道
を
越
え
て
輸
出
し

て
も
大
丈
夫
に
な
っ
て
お

り
、コ
ン
テ
ナ
の
中
で
60
度
、

70
度
に
な
っ
て
も
成
分
が
壊

れ
な
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

い
る
」（
新
田
社
長
）

　

ま
た
、
一
般
的
な
次
亜
塩

素
酸
水
は
長
期
間
の
保
存
が

難
し
い
も
の
が
多
い
中
、
Ｇ

―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
未
開
封
状
態

で
の
通
常
保
存
で
あ
れ
ば
、

製
造
日
か
ら
２
年
間
は
成
分

を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
。

噴
霧
器
と
セ
ッ
ト
で
月
額
９

８
０
０
円
か
ら
利
用
可
能

　

Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
、
利
用

す
る
場
所
に
応
じ
て
３
種
類

を
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
般
的
な
オ
フ
ィ
ス
利

用
な
ど
に
適
し
た
「
Ｇ
―
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
50
」、
ニ
オ
イ
の
強

め
な
工
場
な
ど
に
向
い
て
い

る
「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
１
０

０
」、
飲
食
店
の
厨
房
向
け

の
「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ 

ｋ
ｉ

ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
」
が
あ
る
。
印

刷
会
社
の
事
務
所
に
は
、
タ

ナ
ッ
ク
の
オ
フ
ィ
ス
で
も
使

用
し
て
い
る
「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
50
」
で
十
分
だ
ろ
う
。

　
「
目
安
と
し
て
、
50
〜
60

平
米
の
オ
フ
ィ
ス
で
あ
れ

ば
、
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
専
用
の

噴
霧
器
１
台
で
対
応
で
き

る
。
１
分
噴
霧
し
て
６
分
休

止
の
間
欠
噴
霧
に
よ
り
、

１
ヵ
月
で
20
リ
ッ
ト
ル
と
い

う
消
費
感
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
噴
霧
器
と
セ
ッ
ト
で

月
額
９
８
０
０
円
か
ら
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
新

田
社
長
）

　

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
の
た
め
、
初
期
費
用
は

事
務
手
数
料
の
み
と
な
る
。

契
約
は
１
年
以
上
で
、
基
本

的
に
毎
月
20
リ
ッ
ト
ル
の
Ｇ

―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
が
配
送
さ
れ
て

く
る
。

　

Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
取
扱
い

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
自

社
オ
フ
ィ
ス
で
も
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ

Ｓ
Ｔ
を
採
用
し
た
タ
ナ
ッ
ク

の
藤
河
社
長
は
、「
社
員
に

快
適
に
働
け
る
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
お
客
様
に
も
自
信
を

も
っ
て
当
社
に
来
て
下
さ
い

と
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
当
社
に
は
多
く

の
方
に
ご
来
社
し
て
も
ら
う

た
め
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も
あ

る
の
で
、
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
を

採
用
し
た
効
果
は
一
般
の
オ

フ
ィ
ス
よ
り
も
大
き
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
お
り
、

自
社
で
も
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て

活
用
し
て
い
る
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
を
印
刷
・
関
連
業
界
に
幅

広
く
提
案
し
て
い
く
考
え
だ
。

光
文
堂
新
春
機
材
展
の
自
社

ブ
ー
ス
に
設
置
。
来
場
者
に

快
適
空
間
を
提
供

　

タ
ナ
ッ
ク
は
３
月
10
日
と

11
日
に
愛
知
県
の
ポ
ー
ト

メ
ッ
セ
な
ご
や
で
開
催
さ
れ

る
光
文
堂
新
春
機
材
展
Ｐ
ｒ

ｉ
ｎ
ｔ
Ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
ｓ
２
０
２

１
に
出
展
す
る
。
同
展
に
お

い
て
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
、
多

数
の
出
展
製
品
の
１
つ
で
あ

る
と
と
も
に
、
来
場
者
に
快

適
な
ブ
ー
ス
に
訪
れ
て
も
ら

う
た
め
の
機
器
と
し
て
設
置

さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
藤
河

社
長
は
「
当
社
の
ブ
ー
ス
は

空
間
除
菌
で
ウ
イ
ル
ス
の
心

配
な
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
多
数

の
来
場
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
「
お
役
立
ち
提
案
会
社
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
る
タ

ナ
ッ
ク
は
、「
長
年
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
印
刷
業
界

に
、
も
っ
と
お
役
に
立
て
る

会
社
を
目
指
し
て
い
き
ま

高
精
度
く
ず
し
字
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
搭
載

凸
版
印
刷

古
文
書
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
解
読

ボ
イ
ル
殺
菌
が
可
能
に

デ
ジ
タ
ル
印
刷
用
接
着
剤
開
発

凸版印刷

１
月
印
刷・情
報
用
紙

8.7
％
減

次
亜
塩
素
酸
水「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
」

サ
ブ
ス
ク
モ
デ
ル
で
提
供　

　
「
空
間
除
菌
で
お
客
様
に
自
信
を
も
っ
て
ご
来
社
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」。
お
役
立
ち
提
案
会
社
の
㈱
タ

ナ
ッ
ク
（
本
社
／
大
阪
市
中
央
区
、
藤
河
和
子
社
長
）
は
、
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
を
99
・
９
％
除
去
（
す
べ
て
の
ウ
イ

ル
ス
、
菌
を
除
去
す
る
も
の
で
は
な
い
）
す
る
次
亜
塩
素
酸
水
「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
」
の
取
扱
い
を
開
始
し
た
。
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
た
め
、
１
ヵ
月
９
８
０
０
円
か
ら
で
利
用
が
可
能
。
３
月
10
日
と
11
日
に
ポ
ー
ト
メ
ッ

セ
な
ご
や
で
開
催
さ
れ
る
光
文
堂
新
春
機
材
展
「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ
Ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
ｓ
２
０
２
１
」
で
は
、
出
品
製
品
で
あ
る

と
同
時
に
、
来
場
者
に
負
担
を
か
け
な
い
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
空
間
除
菌
機
器
と
し
て
設
置
し
て
お
り
、
藤
河
社
長
は

「
当
社
ブ
ー
ス
に
は
ウ
イ
ル
ス
の
心
配
な
く
来
て
い
た
だ
け
ま
す
」
と
多
く
の
来
場
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

ウイルス・細菌を99.9％除去
タナック

す
」（
藤
河
社
長
）
と
の
思

い
か
ら
、
主
力
と
す
る
宛
名

プ
リ
ン
タ
ー
だ
け
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
常
に
印
刷
業
界
に
役

立
つ
商
材
を
探
し
求
め
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
必
要
と
さ

れ
る
商
材
と
し
て
見
つ
け
た

の
が
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
で
あ
っ

た
と
い
う
。

　
「
印
刷
業
界
に
必
要
と
判

断
し
た
新
た
な
商
材
が
Ｇ
―

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
で
も
オ
フ
ィ
ス
や
店

舗
、
工
場
で
快
適
に
働
く
た

め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
販
売
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」（
藤

河
社
長
）

　

㈱
モ
リ
サ
ワ
（
森
澤
彰

彦
社
長
）
の
Ｕ
Ｄ
（
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）

フ
ォ
ン
ト
が
、
日
経
２
２

５
選
出
企
業
の
う
ち
９
割

の
企
業
で
、
株
主
総
会
招

集
通
知
の
フ
ォ
ン
ト
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

企
業
の
Ｉ
Ｒ
資
料
は
、

老
眼
で
細
か
い
文
字
が
読

み
づ
ら
い
中
高
年
や
視
覚

障
害
者
を
含
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
投
資
家
が
目
に
す

る
資
料
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
観
点
か
ら
も
、
読

み
や
す
い
資
料
で
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
情
報
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
企

業
の
Ｉ
Ｒ
資
料
に
お
い
て

も
「
読
み
や
す
さ
」「
伝

わ
り
や
す
さ
」
は
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

モ
リ
サ
ワ
の
Ｕ
Ｄ
フ
ォ

ン
ト
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
よ
り
多
く
の
人
に

と
っ
て
読
み
や
す
く
設
計

さ
れ
た
フ
ォ
ン
ト
。「
文

字
の
か
た
ち
が
わ
か
り
や

す
い
こ
と
」「
文
章
が
読

み
や
す
い
こ
と
」「
読
み

間
違
え
に
く
い
こ
と
」
の

３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
踏

ま
え
て
開
発
し
て
お
り
、

ユ
ー
ザ
評
価
に
基
づ
い
た

エ
ビ
デ
ン
ス
を
取
得
し
て

い
る
。ま
た
、過
去
に
行
っ

た
有
益
性
の
検
証
か
ら

は
、Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
が「
誤

読
の
回
避
」
や
40
歳
代
以

上
の「
読
み
の
速
度
向
上
」

に
も
効
果
が
あ
る
と
い
う

結
果
が
出
て
お
り
、
企
業

の
コ
ス
ト
削
減
に
も
つ
な

が
る
可
能
性
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

　

今
回
の
Ｉ
Ｒ
資
料
に
お

け
る
調
査
で
は
、
全
２
２

５
社
の
う
ち
、
91
％
に
あ

た
る
２
０
４
社
が
Ｕ
Ｄ

フ
ォ
ン
ト
を
使
用
。
書
体

の
使
い
分
け
で
は
、
長
文

を
組
む
の
に
適
し
た
「
Ｕ

Ｄ
新
ゴ
Ｎ
Ｔ
」
の
使
用
が

最
も
多
く
、そ
の
ほ
か「
Ｕ

Ｄ
黎
ミ
ン
」「
Ｕ
Ｄ
新
ゴ
」

「
Ｕ
Ｄ
新
丸
ゴ
」
も
使
わ

れ
て
い
る
。

モ
リ
サ
ワ
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト

日経225企業の９割

IR資料に活用
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凸
版
印
刷
㈱
（
麿
秀
晴
社

長
）
は
、
高
精
度
の
く
ず
し

字
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
搭
載

し
、
古
文
書
・
古
典
籍
を
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
簡
単
に
解
読

で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
ふ
み
の

は
ゼ
ミ
」
を
開
発
し
た
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
凸
版
印

刷
が
２
０
１
５
年
か
ら
研

究
・
実
証
試
験
を
行
っ
て
き

た
く
ず
し
字
Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
凸
版
印
刷
総

合
研
究
所
が
開
発
し
た
Ａ
Ｉ

―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
導
入
に
よ
る
文

字
認
識
精
度
の
向
上
お
よ
び

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
支
援
機
能

や
、
解
読
効
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ

ハ
ウ
が
結
集
し
た
シ
ス
テ

ム
。
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
の
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
動

作
し
、
複
数
人
で
の
同
時
解

読
作
業
が
可
能
に
な
る
。

　

Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
導
入
に
よ

り
、
90
％
以
上
の
高
い
精
度

で
文
字
認
識
が
可
能
と
な

り
、
２
０
１
９
年
度
に
は
大

学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間

文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究

資
料
館
（
東
京
都
立
川
市
）

と
の
実
証
試
験
を
実
施
。
ま

た
、
慶
應
義
塾
大
学
と
実
験

授
業
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
の

改
良
に
努
め
て
き
た
。
２
０

２
０
年
度
に
は
、
慶
應
義
塾

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
４
大

学
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
内
で

の
演
習
用
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
活
用
を
試
験
的
に
開
始
。

教
育
機
関
や
研
究
機
関
な
ど

で
の
利
用
を
想
定
し
た
機
能

の
さ
ら
な
る
充
実
化
を
進
め

て
い
る
。

　

今
後
は
教
育
機
関
、
博
物

館
・
資
料
館
、
地
方
自
治
体

な
ど
へ
向
け
販
売
を
開
始

し
、
２
０
２
１
年
９
月
ま
で

に
一
般
利
用
に
向
け
て
の
開

発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
２

０
２
３
年
ま
で
に
関
連
事
業

を
含
め
、
約
10
億
円
の
売
上

を
目
指
す
。

【
国
文
学
研
究
資
料
館
古
典

籍
共
同
研
究
事
業
セ
ン
タ
ー

長 

山
本
和
明
氏
の
コ
メ
ン

ト
】

　
「
30
万
点
に
も
及
ぶ
古
典

籍
画
像
の
公
開
を
目
指
す
国

文
研
「
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事

業
」
は
、
く
ず
し
字
で
記
さ

れ
た
古
典
籍
の
全
文
テ
キ
ス

ト
化
と
い
う
壮
大
な
夢
の
道

半
ば
に
い
る
。
自
然
災
害
や

感
染
症
と
い
っ
た
困
難
に
直

面
す
る
私
た
ち
に
は
、
参
照

す
べ
き
過
去
の
記
憶
が
、「
記

録
」
と
し
て
今
な
お
手
付
か

ず
で
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
知
り
た
い
と
願
っ

て
も
、
残
念
な
こ
と
に
一
部

の
人
を
除
き
判
読
す
る
す
べ

が
な
か
っ
た
。
今
回
開
発
さ

れ
た
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
当

館
が
オ
ー
プ
ン
に
し
た
字
形

デ
ー
タ
な
ど
も
活
用
さ
れ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
解
読
可
能

な
仕
組
み
と
聞
い
て
い
る
。

研
究
者
の
み
な
ら
ず
学
生
や

一
般
に
も
、
先
人
の
知
を
開

放
す
る
こ
と
に
繋
が
る
も
の

で
、
こ
の
事
業
に
期
待
を
込

め
て
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
」

【
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記

念
演
劇
博
物
館 

副
館
長
児

玉
竜
一
氏
の
コ
メ
ン
ト
】

　
「
演
劇
の
分
野
で
も
、
特

殊
な
字
形
で
記
さ
れ
る
演
劇

資
料
の
字
形
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
類
推
を

交
え
て
、
原
資
料
の
く
ず
し

字
読
解
授
業
な
ど
を
試
み
て

い
る
。
ま
っ
た
く
の
初
学
者

や
留
学
生
た
ち
に
も
抜
群
の

教
育
的
効
果
が
あ
り
、
時
間

さ
え
あ
え
ば
海
外
の
友
人
と

も
共
同
で
、
原
資
料
を
共
有

し
た
く
ず
し
字
セ
ミ
ナ
ー
が

開
け
そ
う
だ
。
研
究
の
進
展

や
資
料
の
充
実
に
と
も
な
っ

て
、
く
ず
し
字
読
解
の
必
要

性
は
古
典
籍
の
み
な
ら
ず
、

近
代
の
書
簡
や
自
筆
原
稿
の

世
界
に
も
拡
が
っ
て
い
る
。

既
存
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
も
縦

横
に
活
用
し
た
開
放
的
な

ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
古
典
籍

や
く
ず
し
字
の
世
界
の
風
通

し
が
よ
く
な
れ
ば
と
願
っ
て

い
る
」

【
慶
應
義
塾
大
学 

経
済
学

部
教
授 

津
田
眞
弓
氏
の
コ

メ
ン
ト
】

　
「
『
ふ
み
の
は
ゼ
ミ
』
が

最
も
効
果
を
発
揮
す
る
の
は

教
育
で
の
利
用
の
よ
う
だ
。

Ａ
Ｉ
と
一
緒
に
学
習
す
る
こ

と
は
、
と
く
に
初
学
者
の
教

育
に
効
果
が
あ
っ
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
動
き
、
辞
書
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
連
携
や
採
点
機

能
と
、
教
育
ツ
ー
ル
と
し
て

進
化
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
試
用
で
も
通
常
の
授
業

よ
り
判
読
結
果
や
報
告
の
精

度
が
高
ま
っ
た
。
国
際
的
な

共
同
授
業
な
ど
も
視
野
に
、

く
ず
し
字
を
学
ぶ
の
が
難
し

い
状
況
下
の
学
習
希
望
者
に

役
立
つ
ツ
ー
ル
に
な
る
こ
と

を
切
に
希
望
す
る
」

　

日
本
製
紙
連
合
会
が
発
表

し
た
２
０
２
１
年
１
月
の

紙
・
板
紙
需
給
速
報
に
よ
る

と
、
紙
・
板
紙
の
国
内
出
荷

は
前
年
同
月
比
３
・
８
％
減

で
18
ヵ
月
連
続
の
減
少
。
用

途
別
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

用
紙
が
10
・
０
％
減
で
50
ヵ

月
連
続
の
減
少
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
用
紙
は
１
・
１
％
減

で
16
ヵ
月
連
続
の
減
少
と

な
っ
た
。

　

印
刷
・
情
報
用
紙
の
国
内

出
荷
は
前
年
同
月
比
８
・

７
％
減
で
18
ヵ
月
連
続
の
減

少
。
輸
出
は
32
・
９
％
減
で

前
月
の
増
加
か
ら
減
少
に
転

じ
た
。

　

そ
の
他
の
品
種
で
は
、
新

聞
用
紙
が
13
・
５
％
減
で

39
ヵ
月
連
続
の
減
少
と
な
っ

た
ほ
か
、
包
装
用
紙
が
７
・

９
％
減
で
22
ヵ
月
連
続
の
減

少
、
白
板
紙
が
５
・
４
％
減

で
18
ヵ
月
連
続
の
減
少
と

な
っ
た
一
方
、
段
ボ
ー
ル
原

紙
は
１
・
２
％
増
で
２
ヵ
月

連
続
の
増
加
、
衛
生
用
紙
は

９
・
５
％
増
で
３
ヵ
月
連
続

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

凸
版
印
刷
㈱
（
麿
秀
晴
社

長
）
は
、
軟
包
装
分
野
で
小

ロ
ッ
ト
多
品
種
生
産
に
最
適

な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
す
る

「
ト
ッ
パ
ン
Ｆ
Ｐ
（
Ｆ
ｌ
ｅ

ｘ
ｉ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｐ
ａ
ｃ
ｋ
ａ

ｇ
ｅ
）
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
」
の
展
開
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
汎
用
の
ラ
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
機
械
で
加
工
で
き
、

レ
ト
ル
ト
対
応
製
品
に
使

用
可
能
な
強
密
着
接
着
剤

「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
（
ト
ッ
プ

マ
ー
）」
を
開
発
し
た
。

　

同
社
は
、「
価
値
あ
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
で
よ
り
よ
い
社
会

と
心
豊
か
で
快
適
な
生
活

に
貢
献
す
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ａ
Ｎ 

Ｓ
―
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｐ

ａ
ｃ
ｋ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
」
を

掲
げ
、「
し
ゃ
か
い
」
に
価

値
あ
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
バ

リ
ュ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
提

供
。
そ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
２
０
１
６

年
か
ら
軟
包
装
分
野
で
小

ロ
ッ
ト
多
品
種
生
産
に
最
適

な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
す
る

「
ト
ッ
パ
ン
Ｆ
Ｐ
デ
ジ
タ
ル

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
を
展
開

し
て
い
る
。

　
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
」
は
、

１
３
０
度
×
30
分
の
レ
ト
ル

ト
殺
菌
に
対
応
。
耐
熱
性
・

耐
水
性
が
向
上
し
た
こ
と

で
、
レ
ト
ル
ト
殺
菌
用
途
以

外
に
も
ボ
イ
ル
殺
菌
や
電
子

レ
ン
ジ
加
熱
に
も
デ
ジ
タ
ル

印
刷
の
使
用
が
可
能
。
デ
ジ

タ
ル
印
刷
で
あ
り
な
が
ら
、

従
来
培
っ
て
き
た
情
報
加
工

技
術
を
応
用
す
る
こ
と
で
、

店
頭
効
果
の
高
い
印
刷
再
現

を
可
能
に
し
、
グ
ラ
ビ
ア
印

刷
と
同
等
の
品
質
を
実
現
し

て
い
る
。

　

商
品
の
小
ロ
ッ
ト
展
開
は

も
ち
ろ
ん
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
数
量
限
定
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
、
幅
広
い
用
途

に
活
用
で
き
る
ほ
か
、
小
ロ

ッ
ト
対
応
に
よ
り
、
余
分
な

在
庫
を
作
ら
ず
、
廃
棄
ロ
ス

削
減
に
も
つ
な
が
る
環
境
に

配
慮
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
展
開
が
可
能
で
あ
る
。

G-MIST の前で藤河社長（左）と　
ファースト・クリエイトの新田社長

弱
酸
性
、
低
濃
度
。
品
質
保

持
に
優
れ
、
夏
場
で
も
成
分

を
維
持

　

次
亜
塩
素
酸
水
は
殺
菌
料

の
一
種
で
、
厚
生
労
働
省

か
ら
様
々
な
分
野
で
の
使

用
が
認
可
さ
れ
て
い
る
。
ア

ル
コ
ー
ル
と
の
大
き
な
違
い

は
、
揮
発
性
や
引
火
性
が

な
い
こ
と
。
こ
の
た
め
、
ア

ル
コ
ー
ル
の
よ
う
に
臭
い
も

き
つ
く
な
く
、
発
火
の
危
険

性
も
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
有
効
で
あ
る
こ
と

は
国
か
ら
も
認
め
ら
れ
て
お

り
、
タ
バ
コ
や
腐
敗
臭
な
ど

の
消
臭
効
果
も
あ
る
。
飲
食

店
の
厨
房
、
介
護
施
設
、
幼

稚
園
、
学
校
、
病
院
な
ど
に

採
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
市
販
の
次
亜
塩
素

酸
水
は
高
濃
度
な
も
の
を
薄

め
て
使
う
タ
イ
プ
の
も
の
が

多
く
、
取
り
扱
い
が
難
し
い

側
面
も
あ
る
。
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
を
製
造
す
る
㈱
フ
ァ
ー
ス

ト
・
ク
リ
エ
イ
ト
（
本
社
／

大
阪
市
中
央
区
）
の
新
田
哲

哉
社
長
は
「
高
濃
度
な
次
亜

塩
素
酸
水
を
噴
霧
す
る
と
、

危
険
性
を
と
も
な
う
場
合
も

あ
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

そ
の
点
、
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は

低
濃
度
な
も
の
を
そ
の
ま
ま

使
え
る
た
め
、
品
質
を
保
っ

た
ま
ま
簡
単
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
最
大
の

特
長
は
、
安
定
性
が
高
い
と

と
も
に
、
長
期
保
存
が
可
能

で
あ
る
こ
と
だ
。
一
般
的
な

次
亜
塩
素
酸
水
は
高
温
に
弱

い
た
め
、
夏
場
に
は
品
質
が

保
て
ず
、
た
だ
の
「
水
」
に

戻
っ
て
し
ま
う
も
の
が
多
い

中
、
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
特
許

取
得
技
術
を
採
用
し
た
独
自

製
法
に
よ
り
、
高
温
で
も
成

分
を
維
持
で
き
る
。

　
「
赤
道
を
越
え
て
輸
出
し

て
も
大
丈
夫
に
な
っ
て
お

り
、コ
ン
テ
ナ
の
中
で
60
度
、

70
度
に
な
っ
て
も
成
分
が
壊

れ
な
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

い
る
」（
新
田
社
長
）

　

ま
た
、
一
般
的
な
次
亜
塩

素
酸
水
は
長
期
間
の
保
存
が

難
し
い
も
の
が
多
い
中
、
Ｇ

―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
未
開
封
状
態

で
の
通
常
保
存
で
あ
れ
ば
、

製
造
日
か
ら
２
年
間
は
成
分

を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
。

噴
霧
器
と
セ
ッ
ト
で
月
額
９

８
０
０
円
か
ら
利
用
可
能

　

Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
、
利
用

す
る
場
所
に
応
じ
て
３
種
類

を
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
般
的
な
オ
フ
ィ
ス
利

用
な
ど
に
適
し
た
「
Ｇ
―
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
50
」、
ニ
オ
イ
の
強

め
な
工
場
な
ど
に
向
い
て
い

る
「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
１
０

０
」、
飲
食
店
の
厨
房
向
け

の
「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ 

ｋ
ｉ

ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
」
が
あ
る
。
印

刷
会
社
の
事
務
所
に
は
、
タ

ナ
ッ
ク
の
オ
フ
ィ
ス
で
も
使

用
し
て
い
る
「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
50
」
で
十
分
だ
ろ
う
。

　
「
目
安
と
し
て
、
50
〜
60

平
米
の
オ
フ
ィ
ス
で
あ
れ

ば
、
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
専
用
の

噴
霧
器
１
台
で
対
応
で
き

る
。
１
分
噴
霧
し
て
６
分
休

止
の
間
欠
噴
霧
に
よ
り
、

１
ヵ
月
で
20
リ
ッ
ト
ル
と
い

う
消
費
感
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
噴
霧
器
と
セ
ッ
ト
で

月
額
９
８
０
０
円
か
ら
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
新

田
社
長
）

　

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
の
た
め
、
初
期
費
用
は

事
務
手
数
料
の
み
と
な
る
。

契
約
は
１
年
以
上
で
、
基
本

的
に
毎
月
20
リ
ッ
ト
ル
の
Ｇ

―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
が
配
送
さ
れ
て

く
る
。

　

Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
取
扱
い

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
自

社
オ
フ
ィ
ス
で
も
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ

Ｓ
Ｔ
を
採
用
し
た
タ
ナ
ッ
ク

の
藤
河
社
長
は
、「
社
員
に

快
適
に
働
け
る
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
お
客
様
に
も
自
信
を

も
っ
て
当
社
に
来
て
下
さ
い

と
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
当
社
に
は
多
く

の
方
に
ご
来
社
し
て
も
ら
う

た
め
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も
あ

る
の
で
、
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
を

採
用
し
た
効
果
は
一
般
の
オ

フ
ィ
ス
よ
り
も
大
き
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
お
り
、

自
社
で
も
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て

活
用
し
て
い
る
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
を
印
刷
・
関
連
業
界
に
幅

広
く
提
案
し
て
い
く
考
え
だ
。

光
文
堂
新
春
機
材
展
の
自
社

ブ
ー
ス
に
設
置
。
来
場
者
に

快
適
空
間
を
提
供

　

タ
ナ
ッ
ク
は
３
月
10
日
と

11
日
に
愛
知
県
の
ポ
ー
ト

メ
ッ
セ
な
ご
や
で
開
催
さ
れ

る
光
文
堂
新
春
機
材
展
Ｐ
ｒ

ｉ
ｎ
ｔ
Ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
ｓ
２
０
２

１
に
出
展
す
る
。
同
展
に
お

い
て
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
、
多

数
の
出
展
製
品
の
１
つ
で
あ

る
と
と
も
に
、
来
場
者
に
快

適
な
ブ
ー
ス
に
訪
れ
て
も
ら

う
た
め
の
機
器
と
し
て
設
置

さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
藤
河

社
長
は
「
当
社
の
ブ
ー
ス
は

空
間
除
菌
で
ウ
イ
ル
ス
の
心

配
な
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
多
数

の
来
場
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
「
お
役
立
ち
提
案
会
社
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
る
タ

ナ
ッ
ク
は
、「
長
年
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
印
刷
業
界

に
、
も
っ
と
お
役
に
立
て
る

会
社
を
目
指
し
て
い
き
ま

高
精
度
く
ず
し
字
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
搭
載

凸
版
印
刷

古
文
書
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
解
読

ボ
イ
ル
殺
菌
が
可
能
に

デ
ジ
タ
ル
印
刷
用
接
着
剤
開
発

凸版印刷

１
月
印
刷・情
報
用
紙

8.7
％
減

次
亜
塩
素
酸
水「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
」

サ
ブ
ス
ク
モ
デ
ル
で
提
供　

　
「
空
間
除
菌
で
お
客
様
に
自
信
を
も
っ
て
ご
来
社
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」。
お
役
立
ち
提
案
会
社
の
㈱
タ

ナ
ッ
ク
（
本
社
／
大
阪
市
中
央
区
、
藤
河
和
子
社
長
）
は
、
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
を
99
・
９
％
除
去
（
す
べ
て
の
ウ
イ

ル
ス
、
菌
を
除
去
す
る
も
の
で
は
な
い
）
す
る
次
亜
塩
素
酸
水
「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
」
の
取
扱
い
を
開
始
し
た
。
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
た
め
、
１
ヵ
月
９
８
０
０
円
か
ら
で
利
用
が
可
能
。
３
月
10
日
と
11
日
に
ポ
ー
ト
メ
ッ

セ
な
ご
や
で
開
催
さ
れ
る
光
文
堂
新
春
機
材
展
「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ
Ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
ｓ
２
０
２
１
」
で
は
、
出
品
製
品
で
あ
る

と
同
時
に
、
来
場
者
に
負
担
を
か
け
な
い
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
空
間
除
菌
機
器
と
し
て
設
置
し
て
お
り
、
藤
河
社
長
は

「
当
社
ブ
ー
ス
に
は
ウ
イ
ル
ス
の
心
配
な
く
来
て
い
た
だ
け
ま
す
」
と
多
く
の
来
場
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

ウイルス・細菌を99.9％除去
タナック

す
」（
藤
河
社
長
）
と
の
思

い
か
ら
、
主
力
と
す
る
宛
名

プ
リ
ン
タ
ー
だ
け
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
常
に
印
刷
業
界
に
役

立
つ
商
材
を
探
し
求
め
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
必
要
と
さ

れ
る
商
材
と
し
て
見
つ
け
た

の
が
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
で
あ
っ

た
と
い
う
。

　
「
印
刷
業
界
に
必
要
と
判

断
し
た
新
た
な
商
材
が
Ｇ
―

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
で
も
オ
フ
ィ
ス
や
店

舗
、
工
場
で
快
適
に
働
く
た

め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
販
売
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」（
藤

河
社
長
）

　

㈱
モ
リ
サ
ワ
（
森
澤
彰

彦
社
長
）
の
Ｕ
Ｄ
（
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）

フ
ォ
ン
ト
が
、
日
経
２
２

５
選
出
企
業
の
う
ち
９
割

の
企
業
で
、
株
主
総
会
招

集
通
知
の
フ
ォ
ン
ト
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

企
業
の
Ｉ
Ｒ
資
料
は
、

老
眼
で
細
か
い
文
字
が
読

み
づ
ら
い
中
高
年
や
視
覚

障
害
者
を
含
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
投
資
家
が
目
に
す

る
資
料
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
観
点
か
ら
も
、
読

み
や
す
い
資
料
で
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
情
報
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
企

業
の
Ｉ
Ｒ
資
料
に
お
い
て

も
「
読
み
や
す
さ
」「
伝

わ
り
や
す
さ
」
は
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

モ
リ
サ
ワ
の
Ｕ
Ｄ
フ
ォ

ン
ト
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
よ
り
多
く
の
人
に

と
っ
て
読
み
や
す
く
設
計

さ
れ
た
フ
ォ
ン
ト
。「
文

字
の
か
た
ち
が
わ
か
り
や

す
い
こ
と
」「
文
章
が
読

み
や
す
い
こ
と
」「
読
み

間
違
え
に
く
い
こ
と
」
の

３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
踏

ま
え
て
開
発
し
て
お
り
、

ユ
ー
ザ
評
価
に
基
づ
い
た

エ
ビ
デ
ン
ス
を
取
得
し
て

い
る
。ま
た
、過
去
に
行
っ

た
有
益
性
の
検
証
か
ら

は
、Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
が「
誤

読
の
回
避
」
や
40
歳
代
以

上
の「
読
み
の
速
度
向
上
」

に
も
効
果
が
あ
る
と
い
う

結
果
が
出
て
お
り
、
企
業

の
コ
ス
ト
削
減
に
も
つ
な

が
る
可
能
性
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

　

今
回
の
Ｉ
Ｒ
資
料
に
お

け
る
調
査
で
は
、
全
２
２

５
社
の
う
ち
、
91
％
に
あ

た
る
２
０
４
社
が
Ｕ
Ｄ

フ
ォ
ン
ト
を
使
用
。
書
体

の
使
い
分
け
で
は
、
長
文

を
組
む
の
に
適
し
た
「
Ｕ

Ｄ
新
ゴ
Ｎ
Ｔ
」
の
使
用
が

最
も
多
く
、そ
の
ほ
か「
Ｕ

Ｄ
黎
ミ
ン
」「
Ｕ
Ｄ
新
ゴ
」

「
Ｕ
Ｄ
新
丸
ゴ
」
も
使
わ

れ
て
い
る
。

モ
リ
サ
ワ
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト

日経225企業の９割

IR資料に活用
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他の参加者が編集している箇所をリアルタイムで表示

　

凸
版
印
刷
㈱
（
麿
秀
晴
社

長
）
は
、
高
精
度
の
く
ず
し

字
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
搭
載

し
、
古
文
書
・
古
典
籍
を
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
簡
単
に
解
読

で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
ふ
み
の

は
ゼ
ミ
」
を
開
発
し
た
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
凸
版
印

刷
が
２
０
１
５
年
か
ら
研

究
・
実
証
試
験
を
行
っ
て
き

た
く
ず
し
字
Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
凸
版
印
刷
総

合
研
究
所
が
開
発
し
た
Ａ
Ｉ

―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
導
入
に
よ
る
文

字
認
識
精
度
の
向
上
お
よ
び

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
支
援
機
能

や
、
解
読
効
率
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ

ハ
ウ
が
結
集
し
た
シ
ス
テ

ム
。
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
の
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
動

作
し
、
複
数
人
で
の
同
時
解

読
作
業
が
可
能
に
な
る
。

　

Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
導
入
に
よ

り
、
90
％
以
上
の
高
い
精
度

で
文
字
認
識
が
可
能
と
な

り
、
２
０
１
９
年
度
に
は
大

学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間

文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究

資
料
館
（
東
京
都
立
川
市
）

と
の
実
証
試
験
を
実
施
。
ま

た
、
慶
應
義
塾
大
学
と
実
験

授
業
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
の

改
良
に
努
め
て
き
た
。
２
０

２
０
年
度
に
は
、
慶
應
義
塾

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
４
大

学
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
内
で

の
演
習
用
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
活
用
を
試
験
的
に
開
始
。

教
育
機
関
や
研
究
機
関
な
ど

で
の
利
用
を
想
定
し
た
機
能

の
さ
ら
な
る
充
実
化
を
進
め

て
い
る
。

　

今
後
は
教
育
機
関
、
博
物

館
・
資
料
館
、
地
方
自
治
体

な
ど
へ
向
け
販
売
を
開
始

し
、
２
０
２
１
年
９
月
ま
で

に
一
般
利
用
に
向
け
て
の
開

発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
２

０
２
３
年
ま
で
に
関
連
事
業

を
含
め
、
約
10
億
円
の
売
上

を
目
指
す
。

【
国
文
学
研
究
資
料
館
古
典

籍
共
同
研
究
事
業
セ
ン
タ
ー

長 

山
本
和
明
氏
の
コ
メ
ン

ト
】

　
「
30
万
点
に
も
及
ぶ
古
典

籍
画
像
の
公
開
を
目
指
す
国

文
研
「
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事

業
」
は
、
く
ず
し
字
で
記
さ

れ
た
古
典
籍
の
全
文
テ
キ
ス

ト
化
と
い
う
壮
大
な
夢
の
道

半
ば
に
い
る
。
自
然
災
害
や

感
染
症
と
い
っ
た
困
難
に
直

面
す
る
私
た
ち
に
は
、
参
照

す
べ
き
過
去
の
記
憶
が
、「
記

録
」
と
し
て
今
な
お
手
付
か

ず
で
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
知
り
た
い
と
願
っ

て
も
、
残
念
な
こ
と
に
一
部

の
人
を
除
き
判
読
す
る
す
べ

が
な
か
っ
た
。
今
回
開
発
さ

れ
た
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
当

館
が
オ
ー
プ
ン
に
し
た
字
形

デ
ー
タ
な
ど
も
活
用
さ
れ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
解
読
可
能

な
仕
組
み
と
聞
い
て
い
る
。

研
究
者
の
み
な
ら
ず
学
生
や

一
般
に
も
、
先
人
の
知
を
開

放
す
る
こ
と
に
繋
が
る
も
の

で
、
こ
の
事
業
に
期
待
を
込

め
て
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
」

【
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記

念
演
劇
博
物
館 

副
館
長
児

玉
竜
一
氏
の
コ
メ
ン
ト
】

　
「
演
劇
の
分
野
で
も
、
特

殊
な
字
形
で
記
さ
れ
る
演
劇

資
料
の
字
形
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
類
推
を

交
え
て
、
原
資
料
の
く
ず
し

字
読
解
授
業
な
ど
を
試
み
て

い
る
。
ま
っ
た
く
の
初
学
者

や
留
学
生
た
ち
に
も
抜
群
の

教
育
的
効
果
が
あ
り
、
時
間

さ
え
あ
え
ば
海
外
の
友
人
と

も
共
同
で
、
原
資
料
を
共
有

し
た
く
ず
し
字
セ
ミ
ナ
ー
が

開
け
そ
う
だ
。
研
究
の
進
展

や
資
料
の
充
実
に
と
も
な
っ

て
、
く
ず
し
字
読
解
の
必
要

性
は
古
典
籍
の
み
な
ら
ず
、

近
代
の
書
簡
や
自
筆
原
稿
の

世
界
に
も
拡
が
っ
て
い
る
。

既
存
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
も
縦

横
に
活
用
し
た
開
放
的
な

ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
古
典
籍

や
く
ず
し
字
の
世
界
の
風
通

し
が
よ
く
な
れ
ば
と
願
っ
て

い
る
」

【
慶
應
義
塾
大
学 

経
済
学

部
教
授 

津
田
眞
弓
氏
の
コ

メ
ン
ト
】

　
「
『
ふ
み
の
は
ゼ
ミ
』
が

最
も
効
果
を
発
揮
す
る
の
は

教
育
で
の
利
用
の
よ
う
だ
。

Ａ
Ｉ
と
一
緒
に
学
習
す
る
こ

と
は
、
と
く
に
初
学
者
の
教

育
に
効
果
が
あ
っ
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
動
き
、
辞
書
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
連
携
や
採
点
機

能
と
、
教
育
ツ
ー
ル
と
し
て

進
化
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
試
用
で
も
通
常
の
授
業

よ
り
判
読
結
果
や
報
告
の
精

度
が
高
ま
っ
た
。
国
際
的
な

共
同
授
業
な
ど
も
視
野
に
、

く
ず
し
字
を
学
ぶ
の
が
難
し

い
状
況
下
の
学
習
希
望
者
に

役
立
つ
ツ
ー
ル
に
な
る
こ
と

を
切
に
希
望
す
る
」

　

日
本
製
紙
連
合
会
が
発
表

し
た
２
０
２
１
年
１
月
の

紙
・
板
紙
需
給
速
報
に
よ
る

と
、
紙
・
板
紙
の
国
内
出
荷

は
前
年
同
月
比
３
・
８
％
減

で
18
ヵ
月
連
続
の
減
少
。
用

途
別
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

用
紙
が
10
・
０
％
減
で
50
ヵ

月
連
続
の
減
少
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
用
紙
は
１
・
１
％
減

で
16
ヵ
月
連
続
の
減
少
と

な
っ
た
。

　

印
刷
・
情
報
用
紙
の
国
内

出
荷
は
前
年
同
月
比
８
・

７
％
減
で
18
ヵ
月
連
続
の
減

少
。
輸
出
は
32
・
９
％
減
で

前
月
の
増
加
か
ら
減
少
に
転

じ
た
。

　

そ
の
他
の
品
種
で
は
、
新

聞
用
紙
が
13
・
５
％
減
で

39
ヵ
月
連
続
の
減
少
と
な
っ

た
ほ
か
、
包
装
用
紙
が
７
・

９
％
減
で
22
ヵ
月
連
続
の
減

少
、
白
板
紙
が
５
・
４
％
減

で
18
ヵ
月
連
続
の
減
少
と

な
っ
た
一
方
、
段
ボ
ー
ル
原

紙
は
１
・
２
％
増
で
２
ヵ
月

連
続
の
増
加
、
衛
生
用
紙
は

９
・
５
％
増
で
３
ヵ
月
連
続

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

凸
版
印
刷
㈱
（
麿
秀
晴
社

長
）
は
、
軟
包
装
分
野
で
小

ロ
ッ
ト
多
品
種
生
産
に
最
適

な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
す
る

「
ト
ッ
パ
ン
Ｆ
Ｐ
（
Ｆ
ｌ
ｅ

ｘ
ｉ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｐ
ａ
ｃ
ｋ
ａ

ｇ
ｅ
）
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
」
の
展
開
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
汎
用
の
ラ
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
機
械
で
加
工
で
き
、

レ
ト
ル
ト
対
応
製
品
に
使

用
可
能
な
強
密
着
接
着
剤

「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
（
ト
ッ
プ

マ
ー
）」
を
開
発
し
た
。

　

同
社
は
、「
価
値
あ
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
で
よ
り
よ
い
社
会

と
心
豊
か
で
快
適
な
生
活

に
貢
献
す
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ａ
Ｎ 

Ｓ
―
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｐ

ａ
ｃ
ｋ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
」
を

掲
げ
、「
し
ゃ
か
い
」
に
価

値
あ
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
バ

リ
ュ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
提

供
。
そ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
２
０
１
６

年
か
ら
軟
包
装
分
野
で
小

ロ
ッ
ト
多
品
種
生
産
に
最
適

な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
す
る

「
ト
ッ
パ
ン
Ｆ
Ｐ
デ
ジ
タ
ル

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
を
展
開

し
て
い
る
。

　
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
」
は
、

１
３
０
度
×
30
分
の
レ
ト
ル

ト
殺
菌
に
対
応
。
耐
熱
性
・

耐
水
性
が
向
上
し
た
こ
と

で
、
レ
ト
ル
ト
殺
菌
用
途
以

外
に
も
ボ
イ
ル
殺
菌
や
電
子

レ
ン
ジ
加
熱
に
も
デ
ジ
タ
ル

印
刷
の
使
用
が
可
能
。
デ
ジ

タ
ル
印
刷
で
あ
り
な
が
ら
、

従
来
培
っ
て
き
た
情
報
加
工

技
術
を
応
用
す
る
こ
と
で
、

店
頭
効
果
の
高
い
印
刷
再
現

を
可
能
に
し
、
グ
ラ
ビ
ア
印

刷
と
同
等
の
品
質
を
実
現
し

て
い
る
。

　

商
品
の
小
ロ
ッ
ト
展
開
は

も
ち
ろ
ん
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
数
量
限
定
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
、
幅
広
い
用
途

に
活
用
で
き
る
ほ
か
、
小
ロ

ッ
ト
対
応
に
よ
り
、
余
分
な

在
庫
を
作
ら
ず
、
廃
棄
ロ
ス

削
減
に
も
つ
な
が
る
環
境
に

配
慮
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
展
開
が
可
能
で
あ
る
。

G-MIST の前で藤河社長（左）と　
ファースト・クリエイトの新田社長

弱
酸
性
、
低
濃
度
。
品
質
保

持
に
優
れ
、
夏
場
で
も
成
分

を
維
持

　

次
亜
塩
素
酸
水
は
殺
菌
料

の
一
種
で
、
厚
生
労
働
省

か
ら
様
々
な
分
野
で
の
使

用
が
認
可
さ
れ
て
い
る
。
ア

ル
コ
ー
ル
と
の
大
き
な
違
い

は
、
揮
発
性
や
引
火
性
が

な
い
こ
と
。
こ
の
た
め
、
ア

ル
コ
ー
ル
の
よ
う
に
臭
い
も

き
つ
く
な
く
、
発
火
の
危
険

性
も
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
有
効
で
あ
る
こ
と

は
国
か
ら
も
認
め
ら
れ
て
お

り
、
タ
バ
コ
や
腐
敗
臭
な
ど

の
消
臭
効
果
も
あ
る
。
飲
食

店
の
厨
房
、
介
護
施
設
、
幼

稚
園
、
学
校
、
病
院
な
ど
に

採
用
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
市
販
の
次
亜
塩
素

酸
水
は
高
濃
度
な
も
の
を
薄

め
て
使
う
タ
イ
プ
の
も
の
が

多
く
、
取
り
扱
い
が
難
し
い

側
面
も
あ
る
。
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
を
製
造
す
る
㈱
フ
ァ
ー
ス

ト
・
ク
リ
エ
イ
ト
（
本
社
／

大
阪
市
中
央
区
）
の
新
田
哲

哉
社
長
は
「
高
濃
度
な
次
亜

塩
素
酸
水
を
噴
霧
す
る
と
、

危
険
性
を
と
も
な
う
場
合
も

あ
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

そ
の
点
、
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は

低
濃
度
な
も
の
を
そ
の
ま
ま

使
え
る
た
め
、
品
質
を
保
っ

た
ま
ま
簡
単
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
最
大
の

特
長
は
、
安
定
性
が
高
い
と

と
も
に
、
長
期
保
存
が
可
能

で
あ
る
こ
と
だ
。
一
般
的
な

次
亜
塩
素
酸
水
は
高
温
に
弱

い
た
め
、
夏
場
に
は
品
質
が

保
て
ず
、
た
だ
の
「
水
」
に

戻
っ
て
し
ま
う
も
の
が
多
い

中
、
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
特
許

取
得
技
術
を
採
用
し
た
独
自

製
法
に
よ
り
、
高
温
で
も
成

分
を
維
持
で
き
る
。

　
「
赤
道
を
越
え
て
輸
出
し

て
も
大
丈
夫
に
な
っ
て
お

り
、コ
ン
テ
ナ
の
中
で
60
度
、

70
度
に
な
っ
て
も
成
分
が
壊

れ
な
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

い
る
」（
新
田
社
長
）

　

ま
た
、
一
般
的
な
次
亜
塩

素
酸
水
は
長
期
間
の
保
存
が

難
し
い
も
の
が
多
い
中
、
Ｇ

―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
未
開
封
状
態

で
の
通
常
保
存
で
あ
れ
ば
、

製
造
日
か
ら
２
年
間
は
成
分

を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
。

噴
霧
器
と
セ
ッ
ト
で
月
額
９

８
０
０
円
か
ら
利
用
可
能

　

Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
、
利
用

す
る
場
所
に
応
じ
て
３
種
類

を
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
般
的
な
オ
フ
ィ
ス
利

用
な
ど
に
適
し
た
「
Ｇ
―
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
50
」、
ニ
オ
イ
の
強

め
な
工
場
な
ど
に
向
い
て
い

る
「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
１
０

０
」、
飲
食
店
の
厨
房
向
け

の
「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ 

ｋ
ｉ

ｔ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
」
が
あ
る
。
印

刷
会
社
の
事
務
所
に
は
、
タ

ナ
ッ
ク
の
オ
フ
ィ
ス
で
も
使

用
し
て
い
る
「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
50
」
で
十
分
だ
ろ
う
。

　
「
目
安
と
し
て
、
50
〜
60

平
米
の
オ
フ
ィ
ス
で
あ
れ

ば
、
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
専
用
の

噴
霧
器
１
台
で
対
応
で
き

る
。
１
分
噴
霧
し
て
６
分
休

止
の
間
欠
噴
霧
に
よ
り
、

１
ヵ
月
で
20
リ
ッ
ト
ル
と
い

う
消
費
感
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
噴
霧
器
と
セ
ッ
ト
で

月
額
９
８
０
０
円
か
ら
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
新

田
社
長
）

　

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
の
た
め
、
初
期
費
用
は

事
務
手
数
料
の
み
と
な
る
。

契
約
は
１
年
以
上
で
、
基
本

的
に
毎
月
20
リ
ッ
ト
ル
の
Ｇ

―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
が
配
送
さ
れ
て

く
る
。

　

Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
取
扱
い

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
自

社
オ
フ
ィ
ス
で
も
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ

Ｓ
Ｔ
を
採
用
し
た
タ
ナ
ッ
ク

の
藤
河
社
長
は
、「
社
員
に

快
適
に
働
け
る
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
お
客
様
に
も
自
信
を

も
っ
て
当
社
に
来
て
下
さ
い

と
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
当
社
に
は
多
く

の
方
に
ご
来
社
し
て
も
ら
う

た
め
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も
あ

る
の
で
、
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
を

採
用
し
た
効
果
は
一
般
の
オ

フ
ィ
ス
よ
り
も
大
き
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
お
り
、

自
社
で
も
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て

活
用
し
て
い
る
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
を
印
刷
・
関
連
業
界
に
幅

広
く
提
案
し
て
い
く
考
え
だ
。

光
文
堂
新
春
機
材
展
の
自
社

ブ
ー
ス
に
設
置
。
来
場
者
に

快
適
空
間
を
提
供

　

タ
ナ
ッ
ク
は
３
月
10
日
と

11
日
に
愛
知
県
の
ポ
ー
ト

メ
ッ
セ
な
ご
や
で
開
催
さ
れ

る
光
文
堂
新
春
機
材
展
Ｐ
ｒ

ｉ
ｎ
ｔ
Ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
ｓ
２
０
２

１
に
出
展
す
る
。
同
展
に
お

い
て
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
は
、
多

数
の
出
展
製
品
の
１
つ
で
あ

る
と
と
も
に
、
来
場
者
に
快

適
な
ブ
ー
ス
に
訪
れ
て
も
ら

う
た
め
の
機
器
と
し
て
設
置

さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
藤
河

社
長
は
「
当
社
の
ブ
ー
ス
は

空
間
除
菌
で
ウ
イ
ル
ス
の
心

配
な
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
多
数

の
来
場
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
「
お
役
立
ち
提
案
会
社
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
る
タ

ナ
ッ
ク
は
、「
長
年
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
印
刷
業
界

に
、
も
っ
と
お
役
に
立
て
る

会
社
を
目
指
し
て
い
き
ま

高
精
度
く
ず
し
字
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
搭
載

凸
版
印
刷

古
文
書
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
解
読

ボ
イ
ル
殺
菌
が
可
能
に

デ
ジ
タ
ル
印
刷
用
接
着
剤
開
発

凸版印刷

１
月
印
刷・情
報
用
紙

8.7
％
減

次
亜
塩
素
酸
水「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
」

サ
ブ
ス
ク
モ
デ
ル
で
提
供　

　
「
空
間
除
菌
で
お
客
様
に
自
信
を
も
っ
て
ご
来
社
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」。
お
役
立
ち
提
案
会
社
の
㈱
タ

ナ
ッ
ク
（
本
社
／
大
阪
市
中
央
区
、
藤
河
和
子
社
長
）
は
、
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
を
99
・
９
％
除
去
（
す
べ
て
の
ウ
イ

ル
ス
、
菌
を
除
去
す
る
も
の
で
は
な
い
）
す
る
次
亜
塩
素
酸
水
「
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
」
の
取
扱
い
を
開
始
し
た
。
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
た
め
、
１
ヵ
月
９
８
０
０
円
か
ら
で
利
用
が
可
能
。
３
月
10
日
と
11
日
に
ポ
ー
ト
メ
ッ

セ
な
ご
や
で
開
催
さ
れ
る
光
文
堂
新
春
機
材
展
「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ
Ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
ｓ
２
０
２
１
」
で
は
、
出
品
製
品
で
あ
る

と
同
時
に
、
来
場
者
に
負
担
を
か
け
な
い
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
空
間
除
菌
機
器
と
し
て
設
置
し
て
お
り
、
藤
河
社
長
は

「
当
社
ブ
ー
ス
に
は
ウ
イ
ル
ス
の
心
配
な
く
来
て
い
た
だ
け
ま
す
」
と
多
く
の
来
場
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

ウイルス・細菌を99.9％除去
タナック

す
」（
藤
河
社
長
）
と
の
思

い
か
ら
、
主
力
と
す
る
宛
名

プ
リ
ン
タ
ー
だ
け
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
常
に
印
刷
業
界
に
役

立
つ
商
材
を
探
し
求
め
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
必
要
と
さ

れ
る
商
材
と
し
て
見
つ
け
た

の
が
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
で
あ
っ

た
と
い
う
。

　
「
印
刷
業
界
に
必
要
と
判

断
し
た
新
た
な
商
材
が
Ｇ
―

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
で
も
オ
フ
ィ
ス
や
店

舗
、
工
場
で
快
適
に
働
く
た

め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
販
売
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」（
藤

河
社
長
）

　

㈱
モ
リ
サ
ワ
（
森
澤
彰

彦
社
長
）
の
Ｕ
Ｄ
（
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）

フ
ォ
ン
ト
が
、
日
経
２
２

５
選
出
企
業
の
う
ち
９
割

の
企
業
で
、
株
主
総
会
招

集
通
知
の
フ
ォ
ン
ト
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

企
業
の
Ｉ
Ｒ
資
料
は
、

老
眼
で
細
か
い
文
字
が
読

み
づ
ら
い
中
高
年
や
視
覚

障
害
者
を
含
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
投
資
家
が
目
に
す

る
資
料
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
観
点
か
ら
も
、
読

み
や
す
い
資
料
で
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
情
報
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
企

業
の
Ｉ
Ｒ
資
料
に
お
い
て

も
「
読
み
や
す
さ
」「
伝

わ
り
や
す
さ
」
は
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

モ
リ
サ
ワ
の
Ｕ
Ｄ
フ
ォ

ン
ト
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
よ
り
多
く
の
人
に

と
っ
て
読
み
や
す
く
設
計

さ
れ
た
フ
ォ
ン
ト
。「
文

字
の
か
た
ち
が
わ
か
り
や

す
い
こ
と
」「
文
章
が
読

み
や
す
い
こ
と
」「
読
み

間
違
え
に
く
い
こ
と
」
の

３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
踏

ま
え
て
開
発
し
て
お
り
、

ユ
ー
ザ
評
価
に
基
づ
い
た

エ
ビ
デ
ン
ス
を
取
得
し
て

い
る
。ま
た
、過
去
に
行
っ

た
有
益
性
の
検
証
か
ら

は
、Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
が「
誤

読
の
回
避
」
や
40
歳
代
以

上
の「
読
み
の
速
度
向
上
」

に
も
効
果
が
あ
る
と
い
う

結
果
が
出
て
お
り
、
企
業

の
コ
ス
ト
削
減
に
も
つ
な

が
る
可
能
性
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

　

今
回
の
Ｉ
Ｒ
資
料
に
お

け
る
調
査
で
は
、
全
２
２

５
社
の
う
ち
、
91
％
に
あ

た
る
２
０
４
社
が
Ｕ
Ｄ

フ
ォ
ン
ト
を
使
用
。
書
体

の
使
い
分
け
で
は
、
長
文

を
組
む
の
に
適
し
た
「
Ｕ

Ｄ
新
ゴ
Ｎ
Ｔ
」
の
使
用
が

最
も
多
く
、そ
の
ほ
か「
Ｕ

Ｄ
黎
ミ
ン
」「
Ｕ
Ｄ
新
ゴ
」

「
Ｕ
Ｄ
新
丸
ゴ
」
も
使
わ

れ
て
い
る
。

モ
リ
サ
ワ
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト

日経225企業の９割

IR資料に活用


